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● 世界中で年間約２０００万人のお客様
● Ｈｏｎｄａを支える４輪事業 / 世界Ｎｏ．１の２輪事業 / 役立ちを創出する汎用事業
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Ｈｏｎｄａ の概要Ｈｏｎｄａ の概要

■ 事業別売り上げ台数推移

■ 事業別売り上げ高割合

■ 連結売り上げ ： ２０１０年度 ８．９兆円 ２０１１年度 ７．６兆円（見通し）
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Ｈｏｎｄａ 汎用部門設立背景Ｈｏｎｄａ 汎用部門設立背景

「農業や漁業に携わっている人は、大切な人生の大半を
重労働に費やしている。機械化して彼らの労働を軽減
する何かができないか。ホンダの持っているエンジン技術
を使って、日本を貧困から救えないか？」

「技術は人に奉仕するためにある。人を幸せにできない
技術は、それがいかに高度なものであっても本物の技術
ではない。」

１９５２年 汎用エンジンの設計開始
１９５８年 農機課新設

２０１１年



１９９５年１月１７日
阪神・淡路大震災

２００３年
カセットガス発電機 企画始動

２０１０年５月１３日
ガスパワー発電機 「エネポ ＥＵ９ｉＧＢ」 発売

災害に備えた カセットガス発電機の開発災害に備えた カセットガス発電機の開発

メーカー希望小売価格
（税込） ￥１０４,７９０



販売店からのオーダーをストップ

カセットガス発電機

東日本大震災直後１，０００台の発電機を被災地に寄贈東日本大震災直後１，０００台の発電機を被災地に寄贈

３月１９日 第一弾出荷
２０１１年３月１１日

・ 宮城県災害対策本部

・ 岩手県総合防災室

･ 福島県災害対策本部

・ 茨城県災害対策本部

■ 被災地供給までの流れ

２０１１年３月１２日

発電機 寄贈分
１,０００台 確保

東日本大震災発生

： ５００台

ガソリン発電機 ： ５００台

カセットガスボンベ
コードリール
エンジンオイル

： １３,０００本
： １０００本
： １０００缶

被災地での即使用に応える為に
納車点検を行い、被災地要望に

大限対応する

主な物資供給先



（気仙沼市役所 Ｎさん）

避難所でのテレビの電源
照明・暖房向け電源

発電機の支援大変感謝しています。
特にエネポは、ガソリン供給が断裂しているなか活躍し、避難所であった
学校の教室に明かりを提供できた。

発電機 使用例とお客様の声発電機 使用例とお客様の声

■ 被災地での使われ方

■ 被災地支給発電機 お客様の声

非常衛星通信用
パラボラアンテナ電源

自動販売機
停電用電源

救難活動用電源



停電対応として貸し出しを実施した際は、携帯で動画確認し、
使用方法を確認できたので、わかりやすかった。 （東松島市役所 Ｓさん）

使用方法・注意喚起 動画配信使用方法・注意喚起 動画配信

■ 発電機 誤使用による二次災害の防止に向けて

■ 被災地支給発電機 反響

Ｙａｈｏｏ！トップページ ＹＯＵＴＵＢＥ Ｈｏｎｄａ Ｗｅｂ．サイトで公開
汎用サイトで過去 大のアクセス数

使用方法 注意喚起
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問
題
の
大
き
さ

Ｔｉｍｅ

代替燃料技術

燃費向上技術
（ＣＯ２削減）

排出ガス低減
（ＮＯｘ、ＨＣ、ＰＭ等）

現在

資源エネルギー問題資源エネルギー問題

気候変動問題気候変動問題

大気環境汚染問題大気環境汚染問題

08 FCX Clarity08 FCX Clarity

97 EV-PLUS

99 INSIGHT99 INSIGHT

0７ FIT0７ FIT

09 INSIGHT09 INSIGHT

73 CIVIC_CVCC

09 FFM09 FFM

94 CUV-ES94 CUV-ES

07 CIGS PV

03 家庭用コージェネ

環境・エネルギー問題に関する認識環境・エネルギー問題に関する認識



持続可能社会成長・大量消費社会 2020年2020年工業化社会

■ 交通システム

■ モビリティ

「郊外居住拡大 ⇒
都市衰退」

「職住分離出現」

「コンパクトシティ構想と
モビリティ マネージメント」

「鉄道発明・個人モビ黎明」

「個人移動の拡大と
高速化」

● トータル エネルギー マネージメント

● ＩＣＴ/ＩＴＳ

・ インフラ協調型安全運転支援

・ インフラ協調型エコ運転支援

・ 情報ネットワークによる行動支援

多様化エネ(含 再生可能エネ) × 電力網 ×
電動モビリティ のエネマネで
ＣＯ２排出量の大幅削減

■ エネルギー

「石炭主役の時代」

「石油主役の時代」

「エネルギー多様化
再生可能エネルギー」

「持続可能な街」づくり

Information and
Communication Technology

Intelligent Transport Systems 

移動の拡大 ＋ 移動ＣＯ２削減を

電動化技術 と モビリティ Ｍｉｘ. によって解決

「安全環境重視・
低負荷移動へ」

● 電動化が創り出す
次世代パーソナルモビリティ

〝移動の喜び〟と〝持続可能な社会〟の両立〝移動の喜び〟と〝持続可能な社会〟の両立
1770頃～ 1920頃～ 1980頃～

F.T.S
Future  Transportation  Systems 

Research  Laboratory
Ｈｏｎｄａが目指すモビリティ社会とキー技術Ｈｏｎｄａが目指すモビリティ社会とキー技術先進国



本田宗一郎

「どんなに電話で話し合っても、人と人がじかに会って話をする、

手を握りあうことには かなわない」

出展：九州大学インターネット博物館

８万年かけて アフリカから南米に到達

F.T.S
Future  Transportation  Systems 

Research  Laboratory
移動は人間の本質のひとつ移動は人間の本質のひとつ



〝自由な移動の喜び〟と

〝豊かで持続可能な社会〟の実現

Ｈｏｎｄａ の目指すところＨｏｎｄａ の目指すところ

■ ２０１１年６月２１日 グローバル 環境スローガン制定
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環境

ＦＵＮ・快適

より安心して
ドライブするために

環境への負荷を
減らすために

もっと爽快な
ドライブのために

QQコール ウェザー 防災ナビ One to One 速ルート エコアシスト ランキング ECO効果

地図更新 渋滞回避 駐車場情報 ドライブ情報 インターネット

安心

ドライバーの快適なカーライフを実現するため、
より安全で環境にも配慮したドライブ情報サービスを開発し実用化

インターナビのサービス と コンセプトインターナビのサービス と コンセプト

２００２年１０月より開始



自動車ﾒｰｶとして

対象道路

補間道路

現在、約１億Ｋｍ/月の情報がＵＰされている

フローティングカー（プローブ）交通情報システムフローティングカー（プローブ）交通情報システム

会員同士で収集した交通情報をみんなで共有
渋滞を避け、目的地へより早いルートを案内世界初

会員数：１４３万人 （２０１２年１月現在）



フローティングカーデータから通行実績Ｍａｐを生成

２０１１年３月１１日の通交実績マップ（地震発生当日）

Tokyo Motor Show ブース展示

被災エリア 通行可能道路情報のＵＰ

３月１２日～

４月２１日～

東日本大震災での取組み東日本大震災での取組み

２０１１年度 グッドデザイン大賞受賞
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次世代パーソナルモビリティ実証実験次世代パーソナルモビリティ実証実験

■ 年央社長会見

自治体と共同で実際の都市交通環境下において、

二輪車・四輪車・汎用製品の電動化技術や情報通信技術、

太陽光発電によるエネルギー供給設備などを用いて、

Ｈｏｎｄａならではのアプローチによって効果検証や検討を行う

■ 実証実験の目的

２０１０年７月２０日



実証実験コンセプト実証実験コンセプト

Ｈｏｎｄａ

次世代パーソナルモビリティ
再生可能エネルギー利用
エネルギーマネジメント

地域社会
ＩＣＴ/ＩＴＳ技術× × コミュニティ

コミュニケーション



熊本県-Ｈｏｎｄａ 実証実験熊本県-Ｈｏｎｄａ 実証実験

熊本駅

県庁

熊本空港

熊本城

郊 外都市内 ● ソーラー充電
ステーション設置

● 各電動モビリティ
の充電

熊本製作所

グランメッセ熊本

阿蘇山

■ 都市生活者のＱＯＬ向上に寄与 ： 「次世代パーソナル・モビリティ」 の社会＆ユーザー受容性検証

道の駅 阿蘇

● ＥＶ（二輪・四輪）
ソーラー充電
ステーション設置

● ２０10年設置（県）

● 高校生通学利用
● 若年層への二輪車

及びＥＶ浸透

高校

熊本市内エリア

● 県施設の充電
ステーション設置に向けた
ロケーション 適化検証

● 観光レンタル

● ＱＯＬ向上への
寄与評価

● 高齢者の外出機会創出

熊本市内エリア

崇城大学 デザイン科

● ＥＶ と 社会 と 人を
つなぐインターフェイス
デザインのコラボ

阿蘇エリア

● 観光レンタル
● 公共交通（空港・

新幹線）との連携
による移動利便性
検証



電動カート モンパル とは電動カート モンパル とは

モンパル

高齢で長時間の歩行が大変な方、身体障害で歩行に支障がある方の

歩行の補助具であり、正式には「原動機を用いる身体障害者用の車いす」と言う

道路交通法では歩行者として扱われ、運転免許は不要であり、歩道を走行する

■ 「電動車いす」とは

■ 法律上の制限

・ 全長 １２０cm 全幅 ７０cm 全高 １０９cm を超えない大きさであること

・ 原動機として、電動機（モータ）を用いること

・ ６km/hを超える速度を出すことが出来ないこと

Ｍｏｎ 「わたしの」 という意味のフランス語と Ｐａｌ 「友達」 という意味の英語を

合わせてつくった名前

シルバー世代の積極的な外出を支援し、良き友になれるように願い名付けた

＝ 電動車いす 国家公安委員会
型式認定呼称

※道路交通法施行規則（原動機を用いる身体障害者用車いすの基準）による



電動車いす 市場規模（日本）電動車いす 市場規模（日本）

■ 「電動車いす」の種類

● ジョイスティック型 （簡易型 / 標準型）、
ハンドル型の３種類がある

ハンドル型ジョイスティック
簡易型

● ハンドル型の販売台数が全体の８割以上

● ハンドル型の利用者の多くは６５歳以上
の高齢者。特に７０歳代の利用が多い

‘０６
ＭＬ２００
発売

‘９９
ＭＬ１００

発売

単年出荷台数 累計出荷台数

‘０５改定介護保険制度 施行

ジョイスティック
標準型

‘００介護保険制度 交通バリアフリー法施行

‘00 ‘10‘90

‘８９
スズキ
ＥＴ１２ 発売

■ ハンドル型「電動車いす」市場推移（詳細）

レンタル

個人購入

介護保険制度の改定介護保険制度の改定

出典 ： 電動車いす安全普及協会



F.T.S
Future  Transportation  Systems 

Research  Laboratory

Ｈｏｎｄａマガジン 記事 （伯方島）Ｈｏｎｄａマガジン 記事 （伯方島）２０１０年 夏号



MotivationMotivation

パーソナルＥＶが創る価値の概念整理 と 実証目的パーソナルＥＶが創る価値の概念整理 と 実証目的

MovementMovement

F.T.S
Future  Transportation  Systems 

Research  Laboratory

個 ： ＱＯＬの向上
公 ： 環境 と 経済 の調和

MotivationMotivation

MovementMovement MotionMotion
MotionMotion

● 多様なパーソナルＥＶ選択肢

心理バリア心理バリア

交通バリア交通バリア

経済バリア経済バリア

EmotionEmotion

操作バリア操作バリア

MovementMovement

● 高齢化が進む地方都市では高齢者の移動
にどのような課題があるのか？
（モビリティ・プア）

● 現モンパルの利用はお客様の喜び
（＝ＱＯＬ）につながっているのか？

● リアルワールド（熊本県/居住者）を活用し、
利用者のＱＯＬ向上につなげるために
モンパル と サービスをどう進化させていく
のか検証と提案を行う



地域医療における
ＱＯＬ向上を目指した実証実験



閉じこもり高齢者の調査研究

阿蘇郡 （介護費用適正化特別対策給付金交付事業）

総人口 4,818名（世帯数 1,580世帯）

高齢者 1,604名（33.2%）

閉じこもり高齢者（n=65）

高齢者抑うつ評価尺度（GDS簡約版）

GDS ５点以上 31人（47.7%）

GDS ６点以上 26人（40.0%）



閉じこもり高齢者の調査研究

閉じこもりは抑うつ症状を引き起こす

原因はコミュニケーション不足

公共交通政策と閉じこもりには関係を認めない

閉じこもりの人は日常動作の痛みを感じている

日常の生活支援をどうするか？



Body function 
& structure

脚筋力の衰え

関節の痛み

Active

長く歩けない

移動できない

Participation

閉じこもり

引きこもり

Disease

認知症

寝たきり

健康障害の発生

楽に動かす 移動を補完

パーソナルモビリティ



32

熊本
実証実験



方 法
所有 利用者 範囲と検証

フィールドＡ
（利用者検証モデル）

熊本市（都心・郊外）
（既存利用者）

既購入者（所有） 個人利用 生活エリア
行動範囲拡大検証

フィールドＢ1/B2

（施設利用モデル）

熊本市 かがやき館
（運動施設利用者）

施設所有/個人所有 group利用/個人利用 施設・生活エリア
インフラ・機能検証
利用モデル検証

フィールドＣ
（介護利用モデル）

熊本市
天寿園（介護施設）

施設所有 group利用/個人利用 施設・生活エリア
行動範囲拡大検証
インフラ・機能検証

フィールドD
（社会実験モデル）

熊本市
武蔵ケ丘（団地）

事業者所有（民） 共同利用＋公共交通mix 公共エリア・拡大



方 法

 QOLの包括的評価
Medical Outcomes Study 36-Item Short-Form Health Survey（SF-36）
下位尺度 身体機能、心の健康、日常役割機能（身体）、日常役割機能（精神）、体の痛み、全体的健康感、活力、社会生活機能

 生活や参加、環境因子QOLの国際機能評価
International Classification of Functioning (ICF)

 個人の生活範囲の評価
Life-Space Assessment (LSA)

 日常の動作状態
Activities Monitoring and Evaluation System (A-MES)



1) 24時間の動作状態（臥位・座位・立位・車椅子駆動・歩行）

2) 臥位の状態（背臥位・右側臥位・左側臥位・腹臥位）

3) 姿勢変換回数（立ち上がり・起き上がり・寝返り回数など）

4) 各動作の総時間及び最大持続時間

5) 1時間ごとに各動作状態が占める割合

A-MES
Activities Monitoring and Evaluation System



実証実験例
開始（２０１０.１０.６） ～ ２０１１.１２.９ 移動実績推移
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１日の走行距離

（Km）

総走行距離（Km）

2011.10.282010.12.192010.10.14

20112010

冬 春 夏 秋

モンパルツーリング
安全運転講習 園外実技

モンパル実証実験
オープニングセレモニー

2010.10.05

生活活動範囲の拡大 ・ QOL向上 ・ 身体動作回数増加



3.11 東日本大震災
日本赤十字社熊本県支部 熊本県 宮城県東松島市



F.T.S
Future  Transportation  Systems 

Research  Laboratory
パーソナルモビリティ（モンパル）導入パーソナルモビリティ（モンパル）導入

■ 納車、スタートセレモニーに関して

■ 居住者の移動ニーズに関して

１０月初旬 仮設商店がＯＰＥＮするタイミングで、モンパル共同
利用もスタートさせたい。従ってセレモニーとしてはここが良い。
市として電チャリを２台用意する予定。

東 ：

Ｈ ：熊本県と調整しますが、９月２０日頃の配車・事前ＱＯＬ調査と
１０月初旬のセレモニーの２段階対応を計画させて頂く。

・ 内響７とひびき１に分かれてお住まい（域内の端と端）の家族間
移動のニーズあり

・ ひびき１前に商店が設置されれば、ひびき３・４・５・７居住者の
買い物移動ニーズが高い

■ 講習会結果 （共立メンテナンス様から）

ＱＯＬ問診/生活体力測定

１０月３日（月）～７日（金） で２６名の利用者
まだ様子見で参加者少ない



東松島市ひびき工業団地仮設住宅

2

3

1

4 5

6

7

７つの住居群 （２３４戸） ＋ 集会所 ＋ 商店（１０月設置）で構成
ひびき工業団地内仮設住宅

集会所 仮設商店 （床屋・スーパー・焼き鳥屋）

熊本市武蔵ケ丘団地

（Old-New town）との比較

性・年齢・人とのつながり・
老研式活動能力指数 有意差なし

LSA合計点 有意差あり（χ２検定）

生活レベル １
生活レベル ２
生活レベル ５

活動の有無☓
頻度 ◯
補助具 ☓
介助 ☓



在宅医療と生活活動範囲

通院・通所

往診・在宅

Personal mobility

ParticipationActive

時間



在宅医療・ケアへのIT導入
現在そして未来

移動を補完することは要介護の前駆状態
である閉じこもりを防ぐばかりか、利用者
の生活活動範囲を広げ、QOLを向上させ
ることを示唆した。

また、健康情報提供の手段としてITC導入
は不可欠と考えられた。




